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再入学に関する取扱要項

平成１６年 ４月 １日 制 定

平成３０年 ９月１８日 最終改正

（目 的）

１ 再入学については，京都教育大学学則に定めるもののほか，この取扱要項の定めると

ころによる。

（出願資格）

２ 再入学を志願できる者は，次の各号の一に該当する者とする。

一 本学を願いにより退学した者

二 次の理由により除籍された者

ア 病気その他の理由により，成業の見込みがないと認めた者

イ 授業料の納付を怠り，督促してもなお納付しない者

（入学時期等）

３ 再入学の時期は，学期の始めとする。再入学の課程等は，退学又は除籍された課程及

び専攻とする。ただし，当該専攻が廃止されている場合は，志願者が再入学を希望する

専攻について，選考を行うものとする。

（入学年次）

４ 再入学を許可する年次は，教育学部にあっては１年次から４年次，大学院にあっては

１年次から２年次のいずれかの年次とし，退学又は除籍時に在籍していた年次又はそれ

に引き続く年次とする。

（出願手続）

５ 再入学を志願する者は，次の書類に所定の検定料を添えて教務課に提出しなければな

らない。

一 再入学願書

二 履修計画書

三 健康診断書

（選 考）

６ 所定の出願手続を行った者について，出願書類及び再入学を希望する専攻の意見に

基づき教務委員会において選考し，教授会の議を経て，学長が決定する。

（修業年限）

７ 再入学した者の修業年限は，再入学を許可した年次及び学期により定める。

（在学年限）

８ 再入学した者の在学年限は，退学及び除籍前の在学期間を含めて教育学部にあっては

８年，大学院にあっては４年とする。なお，２の二のイの理由となった期間は在学期間

に算入する。

（既修得単位の認定）

９ 再入学した者が本学で既に履修した授業科目の修得単位については，その全部又は一

部を修得単位として認定する。なお，２の二のイの理由となった期間に履修した授業科
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目の単位は認定しない。認定された授業科目は学籍簿に記載し，当該授業科目の評価欄

に「認定」と表記する。

附 則

この要項は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この要項は，平成２０年４月１日から施行する。

附 則

この要項は，平成２５年１０月１６日から施行する。

附 則

この要項は，平成３０年９月１８日から施行し、平成３０年９月１日から適用する。


